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く中国の英語教育〉

I 概観

1 言語的背景

中国は漢民族といくつかの少数民族とから成る多民族国家である。各民族はそれぞれの言語

を有し，憲法でも「中華人民共和国は統一された多民族国家である。民族の区域自治をおとな

っている地方は.すべて中華人民共和国の不可分の一部である。各民族は一律に平等である。

大民族主義と地方民族主義IC反対する。各民族とも自己の言語文字を使用する自由を有する。」

(中華人民共和国憲法第l章総綱第4条)とその使用を認めている。中国の総人口の6-7% 

がモンコ勺レ語，チベット語，ウィグル語，カザク語などの少数民族語を用いてそれぞれ正書法

を有している。これらの地域では，新聞，教科書.マルクス・レーニン・毛沢東の著作なども

それぞれの言語で出版され，各民族語が教授言語として用いられている。そして中国語はー科

目として教えられている。一方，中国語地域ICは北方方言，呉方言.Jl写方言などが分布し.1i

いに大きな差違が見られるが.それぞれ中国語の方言としか見倣されていない。従って，教授

言語としては標準語である北京官話が用いられている。しかし，日常生活の会話などではそれ

ぞれの方言の使用が認められている(①.10)。その結果.上海や広東などの都市では，学校

や公式の場では官話を用い.非公式の場では各方言を用いるという diglossia .の現象が見られ

る(<2)， 386 )。

2 教育的背景

中国の教育制度の変遷は，解放区の教育から 1952年乙ろまでの第1期から， 66年から始ま

った文化大革命以後の第5期まで， 5つに区分され，現在第5期教育制度下で，教育と生産労

働との結合{半労半学制)，政治優先，学制短縮，教材の簡素化と教育の質的向上の総方針の

もとに新しい教育革命が進められている。また，第5期の特徴として，外国語が重視され，小

学校から教えられているととろも少なくないという点があげられる((乱 263-264)。ただ

い文化大革命中は外国のもの，特lと外国語lζ対する風当りは強く.外国語がカリキュラムの

重要な部分となったのは 1970年lと学校の機能が回復してからのととである((乱 385)。

E 数育内容・方法

1 英語の位置

現在.外国語は小学校から大学まで全ての教育段階で教えられ，大都市lζは特別の外国語学
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院 (ForeignLanguage Institute)が設けられている。外国語学院では外務関係，報道関係の政府

官吏が養成され，外国人の入学は許されていない。一方，学校では英語，フランス語， ドイツ

語， 日本語.ロシア語などが教えられ.特lと英語の履習者数は外国語履習者数の75-80%を

占めると見られている((払 385)。英語は 1950年代においてはロシア語についで第2位の

の外国語であったが，それがロシア語lζ代わってトップの座を占めるようになったのは 1960

年代の中ソの断絶によるものである((弘 385.④.71ー72)。乙れはイデオロギー的性格

の強い中国の外国語教育のー側面を示したものといえるであろう。現行教育制度下での外国語

の重視については既に述べたが，乙れは毛沢東の「過去のものを現在のために役立て，外国の

ものを中国のために役立てよ」という言葉によるものである。

2 教育課程

中国の外国語教育の目的は，大学の外国語学部においては，マルクス・レーニン・毛沢東思

想を宣伝し，世界革命を支持し，プロレタリア独裁を強化する人材を養成することである，と

されている。また，学生達も「われわれは革命を拡げるために英語を学習するのであって.英

語を身につけるために英語を学ぷのではない」という態度を示し，言語のための言語を教えよ

うという姿勢には批判的である，と北京大学の RogerHowardは観察している (o.384-

385)0 1962年の外相の演説でもとの点ははっきり窺える。すなわち.外相ChenYiは，あ

る外国語学院で，学生は中国式の方法で外国語を使うととを学ぶべきであり，外国人の思考様

式を学ぶのではない，と強調しているのである。そして，乙の目的のため，実用的な英語の習

得が目標とされ，外相演説では，少なくとも 5000語の語震の習得，イディオム，決まり文句

の学習.翻訳の排除など具体的な形で示されている。すなわち，中国では，外国の技術・知識

を取り入れ，中国共産主義を他国に宣伝するための通訳，翻訳家の養成が外国語教育の目標と

されているのである((弘 71-72 )。

3 授業方法・教科書

授業方法について，外国語学院の場合を見てみると，各クラスは 10-20人の学生から成り，

2人の教師がいる。主任教師は nativespeakerである場合もあり，授業を構成し，教授してい

く責任をもっ。一方，副担任は助手と Lて，時折授業を担当し，学生の課外活動を助ける。授

業時数は45分授業で週lと14時間，年間約40週で，前・後期の各期末lと2週間の試験期間が設け

られる。授業については，伝統的な教科書中心の教授法，新しいパタン・ドリルによる方法

会話中心の折衷式教授法がそれぞれ行なわれている拭折衷式教授法が最も広く行なわれてい

る(④， 72-73)。教科書は，内容的lとは言語とイデオロギーを同時に教えようとした初期の

ソ連のものの中国版的なものであり (o.388 )，英米人の書いた文章を含まず，一切中国人

の書いた中国関係、のものばかりである(⑤. 1)。

E 考察

少数民族lと対する中国語教育は，アメリカの bil泊gua1educationとは平行的lC捉えられないも

のであり{①. 10). 乙の点についての実体が明らかになれば，社会言語学の観点から興味あ
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る考察が加えられるであろう。一方，英語教育の成果については，中国が世界の舞台に進出して

きている現在，中国式の英語教育の有効性が問われる乙とは明白である。そしてそれは我が国の

英語教育に思わぬ角度から示唆を与ることになるかもしれない。中国の英語教育についての資料

はまだまだ数が少なし今後その実情が数多く報告されるととを望むものである。

〈台湾の英語教育〉

I 概観

1 言語的背景

現在台湾の公用語は中国語(Mandarin)となっているが.本来悶方言の台湾語が話されており，

また中老年層は日本語のほうがうまく，台湾省人lとは日本語，台湾語はできても中国語のでき

ない者が多い。そのため，国民党政府は思想、の統一(反共精神)を図るべく，教育事業lζ熱を

入れ，言語の統ーにカを注いでいる((6)， 249 -255 )。

2 現行の教育制度では，国民小学と国民中学とが義務教育であり， 9年の一貫教育が行なわれ，

その目標を「提高国民知識道徳水準輿人力素質，以莫定吐舎建設興経済費展之基礎，並充貫

勘商L建国之力量」としている。そしてその上に高級中学をおいている。一方，学校制度の変遷

の中lと外国語教育の位置づけを見ていくと，外国語が重視され，週総時数の1/4を占めた「光

緒28年壬寅翠制中皐堂課程J，学習に困難と浪費が頗る多く，上IC進まない学生は日常生活で

英語を応用する機会が甚だ少ないという乙とから初級中学の英語が選択となった「民園29年修

正之中学課程標準」など，選択・必修の問題，授業時間の増減などが窺われる{①， 341-

371 )。

E 教育内容・方法

『課程標準.!(学習指導要領)Iζ示された国民中学，高級中学の英語教育の目標は，それぞれ

次の通りである。

く国民中学〉

萱使皐生養成運用現代謹近英語之基本能力，以達到能聴，能説，能讃，能寓之目的。

武使皐生建立進修英語之正確基礎。

参使容生配合教育輔導及職業輔導之原則授以必要之英語智識。

く高級中学〉

査事習運用切於貫際生活之英語。

武加強閲讃及寓作英文之能力，以建立皐術研究之基礎。

参啓費研習英語民族文化之興趣。

また，授業時数11，50分授業で，それぞれ国文と週総時数と対照させて次iと示す。

なお r国民中皐課程標準JIと示された参考語荒表を見ると，語景数は日本の中学校用のもの

とほぼ同じくらいである。
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く国民中学〉

，一一一一一 第 1摩年

語学 国 文 6 

文科
マ英国文守 2 - 3 

五車 計 30 - 32 

く高級中学〉

一~一一~ー
第 1塑年

国 文 6 6 

外国文(英文) 6 6 

員曜 計 33 33 

3 授業方法

第 2;;翌年

6 

2 - 3 . 

31 -お

第 2&翌年

5 7 

5 7 

35 35 

第 3&翌年

6 

4 - 6米

31 - 35 

第 3翠年

5 7 

5 7 

32-36 33-36 

楽第3学年の

英語l"j選修

各学年，左欄

l"j自然学科用

右欄は社会学

科用の時数を

示す。

国民中学，高級中学の各クラスは平均50名の生徒から成っている。教授方法については，重

湾師範大学の努力lとより. auraI-oral approach が徐々に普及してきているが，文法訳読教授法

の勢力は依然として強く，多くの教師がとの教授法をとっている。また，近年LLを設置する

学校がふえているが，その教材には不備なものが多い((弘 47-48)。しかし，教授法につ

いては，最も新しい官料によると，折衷式教授法が最も多く.次いで oraIapproach .文法訳読

教授法.直接教授法，心理学的教授法，認知主義的教授法の順となっている(⑪)。

4 教員・教員養成

現在，台湾の英語教師は非教員養成課程系出身の者が最も多く，乙れらのコースの卒業生の

教育学の履習，関連科学専攻の者の英語と教育学の補修，教育行政当局は無賢格者を英語教師

と認めないとと，の3点が建議され(⑩. 3)，教員の質的向上が訴えられている。

E 考察

1976年6月，雑誌『英語教事』が創刊された。その中の黄燦遂「英語教翠的新趨勢」を読む

と，変形文法理論，エラー分析，対照分析などに触れ，心理学，言語学の理論をとり入れ，英語

教育を正しく把握し，正しい方向に導くべきだとの主調が見られる(①. 6-11)。今後，英語

教育の科学的研究が進められる乙とを期待する。同時に， 乙れまでの文法訳読教授法中心の英語

教育から.それらの研究の成果をとり入れた新しい英語教育が展開される乙とを望むものである。

なお，中国の学校制度については広島大学の大塚豊氏l乙台湾の英語教育については蓋湾師範

大事の ProfessorHsien・sinChang Iと，それぞれ賢料を提供して戴いた。乙の場をかりで篤く御礼

申し上げたい。
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